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私たちは大質量星形成領域における高密度ガスの物理状態を解明するため、５領域に対して野辺山ミリ波干
渉計を用いて、C18O輝線と 100GHz連続波による高分解能観測を行ってきた。この結果、12個の連続波源と 10
個の高密度コアを発見した。4個の連続波源は既知の HII領域に対応し、他の 8天体では HII領域の存在を示す
フリーフリー放射起源のセンチ波源が未検出、または非常に弱いことから原始星候補天体であると考えられ、そ
のうち 4天体には高密度ガスが付随しており、非常に若い原始星であることがわかってきた（2002年春季年会）。
さらに、大質量星形成に至る条件を調べるため、上記の原始星候補天体を伴った高密度コアと星形成を伴わ

ないコアとの物理量を調べた。その結果、質量、サイズ、ビリアル質量-ガス質量比等に顕著な違いは現れなかっ
た。しかし、ガスの中心集中度を調べるため、コンパクトな構造のみ（UV length > 10kλ) の質量を算出した結
果、コンパクト構造-全コア質量比が星形成コアでほぼ 50%、星形成の伴わないコアでは 10 – 50%であることが
わかった。全コアはコンパクト構造の約 2倍広がった構造も検出しているため、コア内の密度勾配が進化と共に
大きくなり、ガス密度 ρが、ρ ∼ （中心からの距離）2に近づくことで、次の進化段階、もしくは星形成に至る
と考えられる。これから、高密度コア内の密度構造の変化が大質量星形成へ至る条件と密接な関係があるとおも
われる。
本講演では、高密度コアの運動状態、特にビリアル質量-ガス質量比とコンパクト構造-全コア質量比との関係

を示し、高密度コアの物理状態と進化との関係について議論する。さらに、原始星の光度と高密度コアの物理状
態との比較も行い、大質量星形成に必要な条件について考察する。


